愛媛大学学術支援センター動物実験部門動物実験センター
エックス線発生装置取扱要領
（趣旨）
第１条　この要領は，愛媛大学学術支援センター動物実験部門動物実験センター（以下「本センター」という。）におけるエックス線発生装置の取扱いについて，必要な事項を定める。
（管理責任者及び管理担当者）
第２条　本センターにおけるエックス線発生装置の管理及びエックス線障害の発生予防に関する業務は，学術支援センター長が総括する。

２　本センターにエックス線管理責任者（以下「管理責任者」という。）を置き，学術支援センター動物実験部門長を持って充てる。

３　管理責任者は，エックス線障害の発生防止について指導監督を行わせるため，エックス線作業主任者免許を有する者の中から管理担当者１名を選任する。
（管理担当者の職務）
第３条　管理担当者は，エックス線発生装置の管理，エックス線発生装置取扱者（以下「取扱者」という。）の安全管理を行い，取扱者の健康障害の防止に努める。

２　管理担当者は，取扱者に対しエックス線発生装置の構造及び取扱いの方法，エックス線の生体に与える影響，関係法令等について教育を行う。
（事故に関する記録）
第４条　取扱者は，本施設内で事故が発生した場合，管理担当者に以下のことを報告する。

（１）事故の発生した日時及び場所

（２）事故の原因及び状況

（３）放射線による障害の発生状況

（４）とった応急処置

２　管理担当者は，取扱者から受けた報告内容を管理責任者に速やかに報告する。
附　則

この要領は，平成２５年４月１日から施行する。
附　則

この要領は，平成２７年４月１日から施行する。
